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６
月
13
日
、
札
幌
教

区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
教
区
宣
教

司
牧
評
議
会
（
以
後
、

教
区
宣
司
評
）
が
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

さ
れ
た
。

年
に
２
回
（
６
月
・

11
月
）
開
催
さ
れ
る
教

区
宣
司
評
は
、
教
区
長

で
あ
る
勝
谷
司
教
指
導

の
下
、
各
地
区
の
宣
司

評
で
あ
が
っ
て
き
た
課

題
や
、
司
教
の
諮
問
、

ま
た
、
札
幌
教
区
全
体

の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
こ
で
共
有
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
評
議
員
が
、
各
地
区
や
小
教
区
に
持
ち
帰
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

会
議
は
最
初
に
、
２
０
２
４
年
に
任
命
さ
れ
た
評
議
員
の
任
期

（
２
年
）
が
切
れ
た
た
め
、
各
地
区
か
ら
新
し
い
評
議
員
が
任
命

さ
れ
、
ま
た
教
区
司
祭
の
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
評
議

員
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
報
告
さ
れ
た
。
司
教
か
ら
、
２
０
２
１

年
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
が
、
２
０
２
８
年
に
向
け
て

内
容
を
「
理
解
」
す
る
段
階
か
ら
、
今
月
よ
り
新
し
く
「
実
施
」

す
る
時
期
へ
入
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
特
に
強
調
さ
れ

て
い
た
の
は
、
小
教
区
の
未
来
に
向
け
て
、
一
部
の
司
祭
や
役
員

だ
け
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
全
て
の
成
員
が
参
加

す
る
よ
う
「
教
会
的
識
別
」
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
各

地
区
や
小
教
区
で
シ
ノ
ド
ス
的
な
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

午
前
の
部
は
、
各
地
区
か
ら
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。
札
幌
地
区

で
は
、
「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
地
区
主
導

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
旭
川
地
区
で
は
、
地
区
全
体

に
お
け
る
「
地
区
分
担
金
」
を
開
設
し
、
地
区
で
の
活
動
や
相
互

扶
助
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
函
館
地
区
で

は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
千
軒
岳
巡
礼
登
山
」
が
ヒ
グ
マ
出
没

に
よ
っ
て
、
従
来
通
り
の
開
催
が
難
し
い
た
め
、
新
し
い
形
式
で

の
殉
教
者
の
慰
霊
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

釧
路
地
区
で
は
、
柏
林
台
教
会
の
閉
堂
と
と
も
に
、
「
新
生
帯
広

教
会
」
と
し
て
再
出
発
し
た
こ
と
に
希
望
を
見
い
だ
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

午
後
の
部
は
、
「
年
頭
司
牧
書
簡
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
、
「
修
繕
資
金
の
相
互
扶
助
制
度
」
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
議
論
は
過
去
に
話
し
合
わ
れ
た
、
各

小
教
区
に
お
け
る
「
教
会
建
設
資
金
の
共
有
化
」
が
発
端
で
あ
り
、

今
後
の
札
幌
教
区
の
現
状
を
鑑
み
た
う
え
で
は
、
教
区
に
お
け
る

「
小
教
区
の
統
合
」
な
ど
、
具
体
的
な
問
題
を
視
野
に
入
れ
た
指

針
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
結
論
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
今

後
、
司
教
か
ら
正
式
な
各
地
区
へ
の
諮
問
と
し
て
指
針
を
提
示
し

て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
各
地
区
や
小
教
区
で
議
論
を
深
め
、
教

区
宣
司
評
の
場
に
お
い
て
、
改
め
て
丁
寧
に
議
論
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

（
札
幌
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
運
営
委
員
長
・
佐
久
間
力
）

２
０
２
６
年
６
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
全
道
司
牧
者
大

会
が
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た

聖
職
者
は
司
教
・
司
祭
・
助
祭
・
修
道
者
を
含
め
33
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
つ
い
て
学
ぶ
」

と
題
し
て
、
シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
、
東
京
教
区

の
瀬
田
教
会
主
任
司
祭
で
も
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
小
西
広
志

師
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

最
近
の
教
会
の
様
子
を
例
に
あ
げ
、
「
知
識
中
心
の
信
仰
で
は

な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
生
き
て
い
る
現
実
か
ら
教
会
は
始
ま
る
」

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
最
終
文
書
で
あ
る
『
シ
ノ
ド

ス
流
の
教
会
』
の
構
造
が
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ

（
と
も
に
歩
む
こ
と
）
の
観
点
か
ら
教
会
の
見
直
し
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
決
ま
り
き
っ
た
手
順
に
こ
だ
わ
る

こ
と
で
は
な
く
、
何
が
必
要
な
こ
と
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
、
重
要
な
こ
と
は
『
見
直
し
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

「
関
わ
り
を
見
直
す
こ
と
」
、
「
手
順
を
見
直
す
こ
と
」
、
「
き

ず
な
、
つ
な
が
り
を
見
直
す
こ
と
」
、
そ
し
て
「
宣
教
の
仕
方
を

見
直
す
こ
と
」
が
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
教
会
を
作
る
３
つ
の
土
台
と
し
て
、
神
の
民

に
よ
る
識
別
と
信
仰
の
感
覚
（
セ
ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ
）
、
宣
教

へ
と
向
か
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
最
後
に
人
の
話
を
聞

く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
霊
に
お
け
る
会
話
で
は
自

分
の
主
張
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

講
演
の
後
、
霊
に
お
け
る
会
話
を
用
い
て
、
「
あ
な
た
は
誰
と

歩
ん
で
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ど
の
よ
う
な
教
会
を
目

指
す
の
か
に
つ
い
て
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

分
か
ち
合
い
を
行
い
、
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
言
が
発
表

さ
れ
た
。

今
大
会
の
中
で
司
祭

の
動
向
が
発
表
さ
れ
、

ま
た
叙
階
50
年
金
祝
の

川
上
剛
神
父
、
山
本
孝

神
父
、
今
田
玄
五
神
父

の
働
き
を
ね
ぎ
ら
い
、

お
祝
い
し
た
。
最
終
日

は
北
広
島
教
会
に
移
動

し
て
、
勝
谷
司
教
の
派

遣
ミ
サ
で
締
め
く
く
ら

れ
た
。
来
年
は
２
０
２

７
年
６
月
７
日
か
ら
９

日
に
行
わ
れ
る
予
定
。

（
司
祭
評
議
会
運
営
委

員
長
・
佐
藤
謙
一
）

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

全
道
司
牧
者
大
会
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２
０
２
６
年
３
月
31
日
、
カ
テ
ド

ラ
ル
北
一
条
教
会
に
お
い
て
勝
谷

司
教
司
式
に
よ
り
、
全
道
か
ら
会

し
た
司
祭
団
と
と
も
に
聖
香
油
ミ

サ
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

年
に
一
度
、
札
幌
教
区
で
働
く
司

祭
団
が
、
司
教
の
も
と
で
「
司
祭

の
約
束
の
更
新
」
を
行
い
、
叙
階

の
日
に
キ
リ
ス
ト
へ
の
愛
の
も
と
、

喜
び
の
う
ち
に
担
っ
た
聖
な
る
誓

い
を
思
い
起
こ
し
、
こ
の
約
束
を

新
た
に
し
ま
す
。
日
々
、
聖
務
に

励
む
先
輩
神
父
達
の
中
に
加
わ
り
、

こ
の
約
束
の
更
新
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
叙
階
の
時
に
受
け
た
恵

み
を
改
め
て
思
い
出
し
、
「
司
祭

職
」
が
持
つ
使
命
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
祈
り
合
う
、
大
切
な
機
会

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ミ
サ
の
中
で
、
３

種
類
の
油
の
祝
福
と
聖
別
が
行
わ

れ
ま
す
。
司
教
に
よ
っ
て
、
『
病

者
の
油
』
と
『
洗
礼
志
願
者
の
油
』

が
祝
福
さ
れ
、
『
聖
香
油
の
油
』

は
聖
別
さ
れ
ま
す
。
若
手
の
神
父

達
が
、
こ
の
三
種
の
油
を
持
ち
運

ぶ
の
で
す
が
、
札
幌
教
区
の
壺

（
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
は
非
常
に
重
た

い
物
が
使
わ
れ
ま
す
。
若
い
頃
に

は
自
ら
持
ち
運
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ

う
先
輩
神
父
達
の
「
ガ
ン
バ
レ
、

ガ
ン
バ
レ
」
と
励
ま
す
声
に
支
え

ら
れ
、
今
年
も
な
ん
と
か
落
と
さ

ず
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
信
仰
生
活
に
欠
か
せ

な
い
塗
油
で
す
が
、
ギ
リ
シ
ア
語

で
「
ク
リ
ス
マ
」
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
「
キ
リ
ス
ト
者
」
と
い
う
言

葉
に
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
「
洗
礼
」
「
堅

信
」
の
時
、
そ
し
て
司
祭
達
は

「
叙
階
」
の
時
、
聖
香
油
の
塗
油

に
よ
っ
て
「
塗
油
さ
れ
た
者
」
、

す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
者
と
な
り
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト
者
と
は
、
キ
リ

ス
ト
の
使
命
を
受
け
た
者
と
し
て
、

各
々
の
場
で
自
分
の
使
命
を
果
た

し
ま
す
。
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
あ
り
な
が
ら

も
、
一
つ
の
教
会
の
た
め
に
働
く

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
互
い
に
祈
り
合
う

こ
と
の
重
要
性
を
思
い
起
こ
す
こ

と
も
、
聖
香
油
ミ
サ
の
味
わ
い
な

の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
千
葉
充
神
父
）

３
月
20
日
（
金
・
祝
）
、
カ
ト

リ
ッ
ク
柏
林
台
教
会
の
閉
堂
に
あ

た
り
、
感
謝
ミ
サ
が
勝
谷
司
教
司

式
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
春
の
到
来
を
思
わ
せ
る

陽
気
に
恵
ま
れ
、
柏
林
台
・
帯
広

教
会
の
信
徒
の
み
な
ら
ず
、
釧
路
、

旭
川
、
さ
ら
に
は
遠
く
東
京
か
ら

も
お
越
し
い
た
だ
き
、
加
え
て
教

会
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
、
隣
接

す
る
柏
林
台
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

の
教
職
員
や
卒
園
生
な
ど
の
関
係

者
を
含
め
、
当
初
の
予
想
を
大
幅

に
上
回
る
１
４
０
名
が
参
列
し
て

聖
堂
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
司

教
と
６
名
の
司
祭
団
に
よ
る
ミ
サ

が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
会
場
を
幼
稚

園
に
移
し
て
感
謝
の
茶
話
会
を
開

き
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

茶
話
会
終
了
後
に
は
、
各
教
会

に
聖
堂
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
備
品

を
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祭
壇
、
ベ
ン
チ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

十
字
架
、
十
字
架
の
道
行
き
、
マ

リ
ア
様
の
御
像
な
ど
、
私
た
ち
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
多
く
の
品
々

が
、
各
地
の
教
会
で
使
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
４
年
、
帯
広
市
西
部
の

新
興
住
宅
地
に
産
声
を
あ
げ
た
柏

林
台
教
会
は
、
62
年
に
わ
た
り
幼

稚
園
と
と
も
に
地
域
に
根
を
下
ろ

し
て
福
音
宣
教
活
動
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
近
年
の
信
徒
減
少
と
高

齢
化
・
聖
堂
の
老
朽
化
等
の
情
勢

を
ふ
ま
え
、
２
０
２
５
年
12
月
31

日
を
も
っ
て
閉
堂
、
帯
広
教
会
と

統
合
し
、
す
で
に
新
た
な
信
仰
共

同
体
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

教
会
の
解
体
工
事
は
６
月
で
ほ

ぼ
終
了
し
、
が
ら
ん
と
し
た
空
き

地
に
な
っ
た
柏
林
台
教
会
の
跡
地

を
見
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、
司
教
が
感
謝
ミ
サ
の
説

教
の
中
で
語
ら
れ
た
「
こ
の
地
域

の
灯
で
あ
っ
た
こ
の
教
会
の
建
物

が
無
く
な
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
は

そ
の
灯
を
信
徒
一
人
一
人
の
胸
に

灯
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
た
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
帯
広
教

会
に
お
け
る
新
し
い
信
仰
共
同
体

づ
く
り
に
皆
で
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
旧
柏
林
台
教
会
信
徒
代
表
・

西
野
伸
朗
）

柏
林
台
教
会
感
謝
ミ
サ

62
年
の
歴
史
に
幕

聖
香
油
ミ
サ
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「札幌司教区一粒会から」

昨年４月１日付で施行された規約に基づき、教区組織として位置付けられた
一粒会。６月１３日に開催された教区宣司評の後、一粒会委員会を開催して決
算報告をさせていただきました。昨年度からは教区神学生養成のみならず、札
幌教区に関わる司祭、修道者の召命と生涯育成のための組織として、会員であ
る教区信徒の皆さんの祈りと献金に支えられています。
穫り入れ主なる御父に呼ばれて「働き手」となる形は実に様々であり、人の
考えを超え人の目には不思議に思える形もあるかもしれません。様々な召命の
形を皆さんと共有する機会があればとも思います。司祭になるまでの道のり、
神学生の生活、様々な修道会の存在と活動、そのようなことを皆で分かち合え
る集まりができたらいいなと思っています。
私たちの献金も、祈りも、そして私たち自身もちいさな「一粒」かもしれま

せん。しかし、その一粒を決して見逃さず、決して聞き逃さない主を信頼できることが私たちの希
望です。配付させていただいた一粒会発行の【召命を求める祈り】はお手元にありますか？主日ミ
サの前後に小教区の皆さんで、またお一人での日々の祈りの中で、心を一つに祈りましょう。
そして１２月３日は「日本宣教の保護者 聖フランシスコ・ザビエル司祭」の祝日であり、「札幌
教区一粒会の日」です。この日に向けても一粒一粒を積んでいきましょう。

（札幌司教区一粒会委員長・荒木関充）

収入の部

勘 定科 目 20 24 年度 2 02 5年 度 20 25年 度摘 要

一粒 会献 金収 入 1 0, 851 ,1 61 11 ,06 4, 58 9 小教区42口、修道会4口、地区大会1口（下記一覧参照）

受取 利息 配当 金 7 ,8 68 3 7, 15 6

当期 計 1 0, 859 ,0 29 11 ,10 1, 74 5

前 期繰 越金 1 6, 725 ,5 71 20 ,08 2, 77 9

収入 の部 合計 2 7, 584 ,6 00 31 ,18 4, 52 4

支出の部

勘 定科 目 20 24 年度 2 02 5年 度 20 25年 度摘 要

一粒 会献 金支 出 7, 477 ,4 66 4 ,49 1, 98 5 神学院運営分担金3,112,925 、司祭黙想会362,000 他

通信 運搬 費支 出 3 ,3 66 0

報酬 手数 料支 出 20 ,9 89 1 0, 90 0 振込手数料 他

当期計 7, 501 ,8 21 4 ,50 2, 88 5

次 期繰越 金 2 0, 082 ,7 79 26 ,68 1, 63 9

支出 の部 合計 2 7, 584 ,6 00 31 ,18 4, 52 4

 2025年度 カトリック札幌司教区一粒会 決算報告
 自 ：2 02 5年 4月 1日 至 ： 20 26 年3 月3 1日 （単 位 ：円 ）

【札 幌地区 】 8 ,5 82 ,11 4 【函 館地 区】 6 54 ,82 6 【苫 小牧 地区 】 61 3,4 92

岩 見沢教 会 2 50 ,00 0 江 差教 会 32 ,20 0 伊 達教 会 5 8,5 28

恵庭 教会 73 ,90 0 当 別教 会 49 ,50 0 登 別教 会 8 6,0 00

江 別教会 1 47 ,20 0 宮 前町 教会 23 ,32 6 東 室蘭 教会 21 9,5 00

大 麻教会 2 53 ,00 0 元 町教 会 2 42 ,80 0 苫 小牧 教会 21 9,4 64

小 樽教会 2 70 ,22 5 八 雲教 会 10 ,00 0 室 蘭教 会 3 0,0 00

北 一条教 会 9 41 ,70 0 湯 川教 会 2 97 ,00 0 【釧 路地 区】 42 7,7 70

北 十一条 教会 7 23 ,28 5 【旭 川地 区】 4 53 ,98 7 帯 広教 会 18 8,8 81

北 二十六 条教 会 1 ,3 72 ,10 0 地 区ｶ ﾄ ﾘｯ ｸ 大会 1 07 ,26 1 釧 路教 会 20 7,4 89

北 広島教 会 4 69 ,80 0 旭 川五 条教 会 29 ,60 0 柏 林台 教会 3 1,4 00

小 野幌教 会 4 21 ,45 0 旭 川六 条教 会 1 61 ,41 0 【北 見地 区】 3 2,4 00

倶 知安教 会 10 ,00 0 枝 幸教 会 13 ,00 0 北見 教会 3 2,4 00

新 田教会 1 15 ,00 0 士 別教 会 10 ,25 0 【修 道会 】 30 0,0 00

千 歳教会 45 ,35 0 砂 川教 会 11 ,65 0 ｶ ﾙ ﾒﾙ 修 道会 7 0,0 00

月 寒教会 7 12 ,94 0 滝 川教 会 32 ,00 0 ﾏ ﾘ ｱ院 (ｹ ﾞｵ ﾙ ｷﾞ ｵ ) 20 0,0 00

手 稲教会 4 16 ,42 9 美 唄教 会 21 ,70 0 ﾏ ﾘ ｱの 宣教 者( FM M ) 1 0,0 00

花 川教会 20 ,00 0 名 寄教 会 12 ,50 0 聖 心会 2 0,0 00

真 駒内教 会 8 03 ,40 0 留 萌教 会 54 ,61 6

円 山教会 8 86 ,90 0

山 鼻教会 6 49 ,43 5 献 金収 入 総合 計 1 1, 06 4,5 89

2025年度 「一粒会献金」受領先一覧
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札
幌
教
区
シ
ノ
ド
ス
・
チ
ー
ム

●
松
村
繁
彦
神
父
●
千
葉
充
神
父

●
Sr.
宮
崎
妙
子
●
荒
木
関
充
氏

こ
の
春
よ
り
教
区
シ
ノ
ド
ス
・
チ
ー

ム
は
、
佐
久
間
力
神
父
に
代
わ
り
、

松
村
繁
彦
神
父
と
千
葉
充
神
父
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
前
任
か
ら
継

続
の
Sr.
宮
崎
妙
子
、
信
徒
の
荒
木
関
充

氏
と
と
も
に
、
４
人
体
制
で
新
た
な

歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
２
０
２
６
年
度
の
基
本

方
針
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
私
た

ち
は
シ
ノ
ド
ス
の
テ
ー
マ
「
交
わ
り
、

参
加
、
宣
教
」
の
も
と
、
勝
谷
司
教

の
２
０
２
５
年
・
２
０
２
６
年
、
年

頭
司
牧
書
簡
に
示
さ
れ
た
“
『
実
践
』

と
『
再
評
価
』
”
を
目
標
に
掲
げ
て

進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
実
践
】
～
練
習
か
ら
、
各
小
教
区

で
の
主
体
的
な
歩
み
へ
～

こ
れ
ま
で
は
い
わ
ば
「
霊
に
お
け

る
会
話
」
の
練
習
期
で
し
た
が
、
い

つ
ま
で
も
練
習
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
各
小
教
区
の
課
題
に
対
し

て
、
こ
の
分
か
ち
合
い
を
実
践
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
シ
ノ
ド
ス
（
一
致

を
目
指
す
教
会
）
の
構
築
や
発
展
は

望
め
ま
せ
ん
。
２
０
２
６
年
度
は
、

直
面
す
る
課
題
に
各
小
教
区
が
主
体

的
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
促
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
聖
霊

に
よ
る
識
別
」
に
向
け
た
体
系
的
な

学
び
（
イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
性
な
ど
）

が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
「
識
別
」
は
、

以
下
の
４
つ
の
立
場
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
、
自
分
た

ち
に
何
が
必
要
な
の
か
を
祈
り
の
内

で
見
極
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
個
人
で
行
う

②
共
同
体
と
し
て
行
う

③
教
導
職
（
司
教
・
司
祭
）
が
行
う

④
す
べ
て
の
人
と
共
に
行
う

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
チ
ー
ム
か
ら

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
誰
か
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
中
か

ら
“
見
よ
う
見
ま
ね
”
で
結
構
で
す

の
で
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
扱

う
内
容
は
、
自
分
た
ち
の
共
同
体
の

身
近
な
課
題
で
す
。
自
分
た
ち
で
乗

り
越
え
て
い
く
前
向
き
な
歩
み
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
も
し
不
安
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
教
区
シ
ノ
ド

ス
・
チ
ー
ム
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
再
評
価
】
～
手
段
を
目
的
化
せ
ず
、

多
様
な
分
か
ち
合
い
の
場
を
～

司
教
が
繰
り
返
し
勧
め
て
こ
ら
れ

た
「
霊
に
お
け
る
会
話
」
を
継
続
す

る
一
方
で
、
現
在
の
形
式
か
ら
は
こ

ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
人
々
が
数
多
く

い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の
形
式
と

い
う
“
手
段
”
が
“
目
的
”
に
な
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な

こ
と
は
「
イ
エ
ス
な
ら
こ
こ
で
ど
の

よ
う
な
答
え
を
出
す
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
、
愛
に
向
け
た
一
致
で
す
。

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
の
枠
組
み
だ

け
に
捉
わ
れ
ず
、
よ
り
多
様
な
分
か

ち
合
い
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
以
下
の
“
最

低
限
の
ル
ー
ル
（
３
つ
の
柱
）
”
さ

え
守
ら
れ
て
い
れ
ば
、
方
法
を
問
い

ま
せ
ん
。

①
耳
を
傾
け
る
こ
と

②
祈
る
こ
と

③
す
べ
て
の
人
に
お
い
て
良
い
と
感

じ
る
こ
と

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
、

他
の
形
式
も
含
め
少
し
で
も
多
く
の

人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
機
会
が
広
が

り
、
共
同
体
の
一
致
に
向
け
た
動
き

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
３
月
を
も
っ
て
、
札

幌
教
区
内
の
す
べ
て
の
委
員
の
任
期

が
終
わ
る
と
と
も
に
、
組
織
改
編
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
１
月

よ
り
構
想
を
続
け
、
２
月
の
司
祭
評

議
会
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
、
４
月
の

司
牧
者
集
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【
改
組
理
由
】

２
０
２
５
年
度
に
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
組
織
改
編
に
伴
い
、

札
幌
教
区
に
お
い
て
も
司
祭
不
足
も

あ
り
、
そ
の
組
織
へ
対
応
す
る
た
め

に
組
織
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
特
に
変
更
と
な
っ
た
部
門

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
新
設
委
員
会
】

●
い
の
ち
・
人
権
・
平
和
委
員
会

２
０
２
６
年
２
月
に
司
教
協
議
会

に
お
い
て
旧
社
会
司
教
委
員
会
が

「
い
の
ち
・
人
権
・
平
和
委
員
会
」

と
な
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た

「
正
義
と
平
和
協
議
会
」
「
難
民
移

住
移
動
者
委
員
会
」
「
部
落
差
別
人

権
委
員
会
」
「
子
ど
も
と
女
性
の
権

利
擁
護
部
門
「H

IV
/A
ID
S

部
門
」

が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
教
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

団
体
と
繋
が
り
、
支
え
協
力
す
る
委

員
会
と
し
て
「
い
の
ち
・
人
権
・
平

和
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た
団
体
と
連
帯
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
細
か
な

団
体
・
委
員
会
に
は
担
当
司
祭
は
置

か
ず
、
こ
の
「
い
の
ち
・
人
権
・
平

和
委
員
会
」
に
協
力
が
必
要
な
場
合

連
携
し
て
支
え
て
い
き
ま
す
。

●
多
文
化
共
生
委
員
会

現
在
の
日
本
は
日
本
人
だ
け
の
教

会
で
は
な
く
、
多
国
籍
の
人
々
も
集

い
生
き
る
教
会
へ
と
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
国
籍
を
超
え
て
多

様
化
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
一
致

と
真
の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
構
築
の

た
め
に
新
し
い
司
牧
の
ス
タ
イ
ル
を

模
索
す
る
と
と
も
に
、
と
も
に
歩
む

（S
y
n
o
d
a
lity

）
教
会
の
建
設
を
目

指
す
札
幌
教
区
と
し
て
、
多
文
化
・

多
国
籍
の
信
徒
と
の
一
致
と
共
生
を

深
め
る
た
め
の
司
牧
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
ま
で
の
「
信
徒
の
難
民
移
住

移
動
者
・
船
員
司
牧
・
多
言
語
に
よ

る
典
礼
」
を
始
め
、
外
国
籍
の
人
々

に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
教
会
は
日

本
人
に
と
っ
て
も
過
ご
し
や
す
い
教

会
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
少
し
ず

つ
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

【
改
編
委
員
会
】

●
召
命
養
成
委
員
会

今
ま
で
の
「
神
学
生
養
成
委
員
会
」

「
月
例
静
修
委
員
会
」
「
終
身
助
祭

担
当
部
門
」
に
加
え
、
昨
年
設
立
し

た
「
一
粒
会
」
が
こ
の
委
員
会
の
下

で
統
合
し
、
司
牧
者
の
生
涯
養
成

（
神
学
生
・
修
道
者
志
願
期
か
ら
最

後
の
時
ま
で
）
に
関
わ
る
全
て
の
対

応
を
行
い
ま
す
。
“
召
命
”
を
豊
か

に
生
か
し
育
て
る
た
め
の
も
の
と
し

て
、
今
後
の
発
展
に
期
待
す
る
委
員

会
で
す
。

●
カ
リ
タ
ス
委
員
会

現
在
ま
で
あ
っ
た
「
札
幌
カ
リ
タ

ス
」
「
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
担
当
者
」

「
災
害
対
応
委
員
会
」
を
一
つ
に
ま

と
め
、
カ
リ
タ
ス
を
実
践
す
る
た
め

の
委
員
会
と
し
て
統
合
し
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

（
上
段
記
事
共
に
教
区
事
務
局
長
・

松
村
繁
彦
）

２
０
２
６
年
度

札
幌
教
区
の
シ
ノ
ド
ス
に

向
け
た
新
方
針

新
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
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委 員 会 名 等 役員・委員名 任期 備 考

宗教法人責任役員会

勝 谷 太 治 司 教 教区長 代表役員

今 田 玄 五 師

３年祐 川 郁 生 師

佐 藤 謙 一 師

教区顧問会

今 田 玄 五 師

５年

司教総代理

上 杉 昌 弘 師 教区司祭

祐 川 郁 生 師 教区司祭

佐 藤 謙 一 師 教区司祭

ラ イ ヤ 師 メリノール会

間 野 正 孝 師 フランシスコ会

松 村 繁 彦 師 事務局長

教区司祭評議会

司教総代理 今 田 玄 五 師

３年

司教総代理

事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長

札幌地区 ◎ 佐 藤 謙 一 師 地区長

間 野 正 孝 師

北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 佐 久 間 力 師 地区長
苫小牧地区 今 田 玄 五 師 地区長

函館地区 李 動 珍 師 地区長

教区宣教司牧評議会

司教総代理 今 田 玄 五 師

２年

司教総代理

事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長
札幌地区 佐 藤 謙 一 師 地区長

間 野 正 孝 師
北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 ◎ 佐 久 間 力 師 地区長

ナ ル チ ゾ 師

苫小牧地区 今 田 玄 五 師 地区長

函館地区 李 動 珍 師 地区長

教区委員会

財政委員会 松 村 繁 彦 師

２年

事務局長(経済問 題評議会担 当)
青少年委員会 ◎ 千 葉 充 師

S r . 菊 地 育 子

※ 新委 員会 召命養成委員会 ◎ 佐 藤 謙 一 師 ※司牧者月例静修・一粒会・

間 野 正 孝 師 神学生養成を兼ねる

S r . 菊 地 育 子 ※教区事務局が協力する

典礼委員会 ラ イ ヤ 師 苫小牧地区

◎ 佐 藤 謙 一 師 札幌地区

李 動 珍 師 函館地区

上 杉 昌 弘 師 旭川地区

プ ポ 師 釧路地区

内 藤 孝 文 師 北見地区

広報委員会 松 村 繁 彦 師 司祭委員 佐久 間・ 桶田助 祭

聖書委員会 蓑 島 克 哉 師 司祭委員 松村

学校支援委員会 上 杉 昌 弘 師 司祭委員 松村 ・佐 久間・ 蓑島

エキュメニカル 新 海 雅 典 師
※ 新委 員会 いのち・人権・平和委員会 新 海 雅 典 師 正平・難民・部落等の窓口
※ 新委 員会 多文化共生委員会 S r . 田 口 保 子 ベトナム語対応 チャン・タン・ラム師

その他
※ 新委 員会 カリタス委員会 佐 藤 謙 一 師

司教任命

札幌カリタス担当

松 村 繁 彦 師 カリタスジャパン担当

佐 久 間 力 師 災害対応部門担当

シノドスチーム 松 村 繁 彦 師 司教任命:Sr .宮 崎妙子 ・荒木 関充

千 葉 充 師
教皇庁宣教事業 佐 久 間 力 師 教区ディレクター(協力 者：松村)
ハラスメント対応デスク 松 村 繁 彦 師

ハラ スメ ント 対応 委員 会 担 当 司 祭 を 置 く （非公表対応）

2026年度 教区関係機関 担当司牧者一覧

◎運営委員長 2026 年5月1日 現在
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収入の部
勘定 科目 予 算額 決算 額 摘 要

分 担金 収入 7 8,5 90 ,00 0 76 ,5 90, 00 0
教区 本部 分担金 （札 幌地 区） 5 1,7 00 ,00 0 49 ,7 00, 00 0
教区 本部 分担金 （苫 小牧 地区 ） 5,6 90 ,00 0 5 ,6 90, 00 0
教区 本部 分担金 （旭 川地 区） 7,1 60 ,00 0 7 ,1 60, 00 0
教区 本部 分担金 （釧 路地 区） 3,2 80 ,00 0 3 ,2 80, 00 0
教区 本部 分担金 （函 館地 区） 9,0 60 ,00 0 9 ,0 60, 00 0
教区 本部 分担金 （北 見地 区） 1,7 00 ,00 0 1 ,7 00, 00 0

一 般寄 付金 5,0 00 ,00 0 5 ,4 19, 13 1 白 石墓 地・ トラ ピス ト・会 場献 金他
特 別寄 付金 0 0
司 祭寄 付金 0 1 ,0 00, 00 0 司 祭2
広 報の 日献 金振 替収 入 3 50 ,00 0 2 73, 60 6 広 報の 日献 金収 入の 50％
難 民移 住移 動の 日献 金振 替収 入 3 50 ,00 0 3 49, 76 1 移 住移 動の 日献 金収 入の5 0％
そ の他 援助 金収 入 0 0
受 取利 息配 当金 収入 10 ,00 0 61, 41 1
賃 貸料 収入 4,2 10 ,00 0 4 ,2 11, 04 0 カ トリ ック 学園 家賃 ・電柱 地代
特 定積 立金 取崩 収入 （一 般口 ） 6,0 00 ,00 0 8 ,0 00, 00 0
特 定積 立金 取崩 収入 （青 少年 ） 2,5 00 ,00 0 1 ,3 04, 74 9 フ ィリ ピン エク スポ ージャ ー他
特 定積 立金 取崩 収入 （管 理口 ） 1 4,0 00 ,00 0 12 ,0 00, 00 0 管 理部 門人 件費 ・光 熱費
特 定積 立金 取崩 収入 （司 祭口 ） 3,1 80 ,00 0 3 ,2 40, 00 0 司 祭車 両手 当・ リー ス1/ 2
退 職積 立金 取崩 収入 0 9 ,0 05, 00 0
祭 儀献 金収 入 3 2,0 00 ,00 0 36 ,9 48, 86 9 司 祭・ フラ ンシ スコ 会より
未 収入 金 0 0
雑 収入 3 00 ,00 0 5 82, 00 0 移 住連他 ・講 師派 遣料 謝金 他

計 14 6,4 90 ,00 0 158 ,9 85, 56 7
前 年度 繰越 金 2 3,9 54 ,02 4 23 ,9 54, 02 4

合 計 17 0,4 44 ,02 4 182 ,9 39, 59 1

支出の部
勘定 科目 予 算額 決算 額 摘 要

祭 儀活 動費 支出 6,3 50 ,00 0 4 ,8 15, 09 5
祭儀 費 1,0 00 ,00 0 3 81, 43 3 ホ スチ ア・ ワイ ン他
宣教 教化 費 0 50, 00 0 全 国典 礼担 当者 会議
図書 資料 費 1 50 ,00 0 1 73, 12 5 司 祭へ の書 籍・ 冊子 ・NHK 他
教区 宣教 活動費 3,7 00 ,00 0 3 ,2 07, 21 8 正 平・ 青年 の家 ・教 区宣司 評他
国 際協 力活 動費 1,5 00 ,00 0 1 ,0 03, 31 9 難 民移 住移 動者 委員 会

一 般寄 付金 支出 2 3,0 00 ,00 0 23 ,2 86, 93 5 フ ラン シス コ会 ・CND へ
宣 教省 献金 支出 1,0 00 ,00 0 1 ,0 00, 00 0
分 担金 支出 2,5 00 ,00 0 2 ,4 30, 00 0

中央 協議 会分担 金 1,8 00 ,00 0 1 ,8 30, 00 0
東 京管 区裁 判所 経費 分担 金 2 00 ,00 0 1 00, 00 0
放送 分担 金 5 00 ,00 0 5 00, 00 0 こ ころ のと もし び

本 部援 助金 支出 0 0
人 件費 支出 8 4,2 00 ,00 0 87 ,0 37, 99 2

本部 司祭 給与 5 3,4 00 ,00 0 50 ,1 38, 50 0 給 与賞 与2 3名・ 車両 手当 16 名
本部 職員 給与 2 2,3 00 ,00 0 19 ,8 39, 03 0 職 員4. 5名
本部 司祭 法定福 利費 4,8 50 ,00 0 4 ,7 64, 65 6
本部 職員 法定福 利費 3,6 50 ,00 0 3 ,2 90, 80 6
退職 金 0 9 ,0 05, 00 0 職 員1名

運 営管 理費 支出 3 3,6 20 ,00 0 30 ,1 89, 43 0
施設 設備 修繕費 7,0 00 ,00 0 4 ,6 90, 50 2 セ ンタ ー・ 駐車 場・ エレベ ータ ー保 守他
備 品修 繕費 1 00 ,00 0 0
墓地 管理 費 6 00 ,00 0 7 22, 15 0 白 石プ レー ト
消耗 品費 1,2 00 ,00 0 1 ,1 06, 57 0 事 務用 品・ PC用 品他
通信 運搬 費 1,4 00 ,00 0 1 ,0 22, 50 4 電 話・ FA X ・ネ ット 他
会議 費 1 00 ,00 0 47, 64 0 顧 問会 ・評 議会 他
渉外 費 2 00 ,00 0 1 19, 20 0 外 部慶 弔・ 来客 司祭 接待他
慶弔 費 50 ,00 0 0
旅費 交通 費 2,0 00 ,00 0 2 ,1 64, 00 0 司 教司 祭他 出張 旅費 他
光熱 水費 5,5 00 ,00 0 5 ,2 71, 00 1 電 気・水 道・ ガス
公租 公課 30 ,00 0 6, 50 0 謄 本・ 印鑑 証明 他
報酬 手数 料 2,5 00 ,00 0 1 ,9 64, 37 2 公 認会計 士・ 弁護 士・ 社労 士他
賃借 料 2,7 00 ,00 0 2 ,2 88, 74 2 電 話機 ・複 合機 ・PC ・車 両リ ース
車両 ・燃 料費 3 00 ,00 0 1 90, 18 6 ガ ソリ ン代
広報 費 8 60 ,00 0 9 95, 72 8 教 区ニ ュー ス4 回・編 集ソ フト
福利 厚生 費 4 50 ,00 0 6 01, 72 7 司 祭職 員健 康診 断他
業務 委託 費 8,0 00 ,00 0 8 ,2 98, 88 5 セ ンタ ー用 務・ 清掃 ・除雪 他
損害 保険 料 6 00 ,00 0 6 70, 42 0 セ ンタ ー火 災保 険・ 損害賠 償保 険
雑費 30 ,00 0 29, 30 3 各 種団 体年 会費 ・ク リーニ ング 代

建 物取 得支 出 0 0
建 物付 属設 備取得 支出 0 0
構 築物 取得 支出 0 0
機器 備品 取得 支出 3 00 ,00 0 0
退 職金 積立 支出 1,2 50 ,00 0 1 ,0 00, 00 0 退 職職 員積 立4 名分
営 繕等 積立 金繰入 支出 1 0,0 00 ,00 0 10 ,0 00, 00 0
予 備費 8,2 24 ,02 4 0

計 17 0,4 44 ,02 4 159 ,7 59, 45 2
次 年度 繰越 金 0 23 ,1 80, 13 9

合 計 17 0,4 44 ,02 4 182 ,9 39, 59 1

 2025年度 カトリック札幌司教区本部一般会計 決算書
 （ 2025年4月1日～2026年3月31日 ）



[ 7 ]

３
月
６
日(
金)

、
第
10
回
と
な
る

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り
と
償

い
の
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条
教
会

に
て
勝
谷
太
治
司
教
司
式
に
よ
る
ミ

サ
が
行
わ
れ
た
。

勝
谷
司
教
は
説
教
冒
頭
で
、
「
近

年
、
教
会
に
お
け
る
聖
職
者
に
よ
る

虐
待
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
が
社

会
的
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
一
般
社
会
か
ら
は
修
道
会
や
教

区
の
違
い
は
理
解
さ
れ
に
く
く
、
問

題
は
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
全
体
の
問

題
』
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
た
め
、

教
会
と
し
て
の
説
明
責
任
と
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
述

べ
た
。

被
害
者
は
教
会
に
対
し
て
強
い
不

信
感
を
抱
く
こ
と
が
多
く
、
教
会
関

係
者
に
は
事
実
を
語
り
に
く
い
場
合

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
問
題
の
調
査

や
対
応
に
お
い
て
は
第
三
者
機
関
の

関
与
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、
虐
待
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
教
会
に
お
い
て
も
セ
ー

フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
（S
a
fe
g
u
a
rd
i

n
g

）
の
導
入
と
制
度
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

①
聖
職
者
・
教
会
職
員
の
厳
格
な

行
動
規
範
の
制
定

②
通
報
義
務
の
徹
底

③
選
別
・
適
性
確
認
と
研
修

④
被
害
者
中
心
の
対
応
へ
の
転
換

日
本
の
教
会
に
お
い
て
も
、
セ
ー

フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
研
修
や

制
度
整
備
を
進
め
、
具
体
的
な
防
止

体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
す
べ
て
の

人
の
尊
厳
を
守
り
、
特
に
弱
い
立
場

に
あ
る
子
ど
も
や
大
人
を
守
る
た
め

に
、
教
会
全
体
で
問
題
意
識
を
共
有

し
、
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

教
区
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
デ
ス
ク

で
は
、
今
後
も
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

教
区
ニ
ュ
ー
ス
に
案
内
お
よ
び
記
事

を
載
せ
続
け
る
と
同
時
に
、
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
各
教
会

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
研
修
や
祈

り
の
集
い
な
ど
に
も
対
応
す
る
。
ま

た
、
「
『
聖
職
者
に
よ
る
』
だ
け
で

は
な
く
、
信
徒
間
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
困
っ
た
時
は
い
つ
で
も
遠
慮
な

く
デ
ス
ク
へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

（
札
幌
司
教
区
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

デ
ス
ク
担
当
司
祭
・
松
村
繁
彦
）

94
年
前
、
あ
る
若
い
母
親
は
「
子

供
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
か

と
思
っ
て
い
た
。
母
親
は
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
た
だ
ろ
う
か
？
い
い

え
。
困
っ
て
い
た
の
だ
。
ど
う
し

よ
う
。
お
父
さ
ん
は
仕
事
が
な
い

し
、
今
で
さ
え
親
子
３
人
食
べ
物

も
な
い
。
し
か
し
、
母
親
は
「
ま

た
雑
草
と
タ
ン
ポ
ポ
を
探
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
考
え
、
子
を
産
ん
で
、

ヘ
ル
マ
ン
と
名
付
け
た
。
ご
馳
走

は
な
か
っ
た
が
、
子
は
い
つ
も
プ

ク
プ
ク
し
て
い
た
。

10
年
後
、
空
爆
の
後
、
家
族
４
人

は
田
舎
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
ヘ

ル
マ
ン
と
兄
は
″
汽
車
ポ
ポ
”
で

フ
ル
ダ
の
学
校
へ
通
っ
た
。
あ
る

時
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
敵
の

飛
行
機
が
来
る
。
地
下
へ
走
ろ
う
！

階
段
の
下
に
着
い
た
時
、
ヘ
ル
マ

ン
の
中
に
″
モ
ヤ
モ
ヤ
”
が
始
ま
っ

た
。
「
帰
ろ
う
！
帰
ろ
う
！
」
と

思
っ
て
、
上
か
ら
急
い
で
降
り
て

来
る
子
供
を
潜
っ
て
、
や
っ
と
外

に
出
て
最
後
の
列
車
に
飛
び
込
ん

だ
。
空
爆
で
地
下
に
い
た
何
十
人

も
の
子
供
が
死
ん
だ
。

そ
の
３
か
月
後
の
学
校
帰
り
、

１
０
０
人
位
の
子
供
が
遊
び
な
が

ら
列
車
を
待
っ
て
い
た
。
兄
の
友

達
が
「
食
べ
物
を
く
れ
る
所
を
知
っ

て
い
る
」
と
静
か
に
言
っ
た
の
で

急
い
で
走
っ
た
。
食
べ
物
を
待
っ

て
い
た
時
、
虫
の
群
れ
の
よ
う
に

飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、
駅
の
近

く
に
次
々
と
爆
弾
を
落
と
し
た
。

地
も
家
も
震
え
て
揺
れ
動
い
た
。

私
達
は
逃
げ
て
、
ま
た
逃
げ
て
、

あ
る
洞
窟
の
中
に
隠
れ
た
。
駅
で

遊
ん
で
い
た
子
供
は
み
な
死
ん
だ
。

戦
争
が
終
わ
り
、
13
歳
の
時
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
作
っ
た
新
し
い

学
生
寮
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
宣
教
師

に
出
会
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
宣
教
師

に
な
る
と
い
う
夢
が
生
ま
れ
た
。
20

歳
で
入
会
す
る
ま
で
そ
の
夢
で
生

き
て
き
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
森
、
想

像
で
き
な
い
広
さ
、
危
な
い
川
、

何
時
間
も
の
ロ
バ
の
旅
。
着
衣
式

で
初
め
て
服
を
着
た
時
、
こ
れ
か

ら
は
ウ
ル
バ
ン
と
呼
ば
れ
る
と
聞

い
た
時
に
感
動
し
た
が
、
神
の
声

を
聴
い
た
の
は
ニ
コ
ラ
ウ
ス
神
父

の
別
れ
の
説
教
の
時
だ
っ
た
。

「
ウ
ル
バ
ン
、
な
ぜ
日
本
へ
行
き

た
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し

そ
こ
で
お
前
を
待
っ
て
い
た
ら
？
」

私
は
泣
い
て
い
た
。

５
年
間
、
日
本
へ
の
小
さ
な
招

き
声
を
無
視
し
よ
う
と
し
た
が
、

助
祭
に
な
り
、
管
区
長
か
ら
日
本

に
行
く
よ
う
言
わ
れ
た
時
、
10
年
以

上
の
生
き
生
き
し
た
夢
が
完
全
に

潰
さ
れ
、
心
は
死
す
は
ず
だ
っ
た

が
、
か
え
っ
て
、
心
は
喜
び
に
爆

発
し
た
。
ブ
ラ
シ
ル
の
事
は
熱
い

風
に
心
か
ら
飛
ば
さ
れ
た
。
新
し

い
心
、
新
し
い
夢
が
生
ま
れ
た
。

28
歳
の
時
に
日
本
に
着
い
た
。
65

年
前
、
そ
の
時
主
に
出
会
っ
た
の

は
忘
れ
な
い
。
私
も
93
歳
に
な
っ
た
。

日
本
へ
来
た
こ
と
を
後
悔
し
た
事

は
な
い
。
い
ろ
ん
な
所
で
働
い
て

生
き
て
き
た
。
つ
ら
い
時
も
あ
っ

た
が
、
赤
い
聖
体
ラ
ン
プ
と
祈
る

共
同
体
の
あ
る
所
に
い
つ
も
生
き

る
水
が
流
れ
出
る
。
神
に
感
謝
。

あ なた の翼 の陰 に私 は隠 れる 。

フランシスコ会札幌修道院
札幌北ブロック協力

ウルバン・サワビエ神父

神父さんの
つれづれ記

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

祈
り
と
償
い
の
日

カト リック札 幌司教区
ハラスメント対応デスク

080-2879-3168
火曜～金曜 10:00～14:00
祝日及び夏季冬季休業日除く

✉ sapporo.harassmentdesk
@gmail.com
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フィリピン・ミンダナオ島にあるイースター
ビレッジ・チルドレンズホームは、家庭で暮ら
すことが困難な子どもたちのための児童養護施
設です。２００２年８月に小さな借家からスター
トし、２００３年８月には子どもたちの家とい
う意味で「イースタービレッジ・オーファニッ
ジ」と名付けられ、そして２００４年８月には、
多くの支援を受けて、現在のリバーパークの地
に建物が建設されました。２０１７年には、正
式名がEaster Village Children’s Home（イー
スタービレッジ・チルドレンズ・ホーム）と改
名され、２００２年の創設以来、多くの支援者
の祈りと協力に支えられながら活動を続けてき
ました。
現在、施設で生活する子ども・若者１８名、

地域の奨学生２６名、合計４４名を支援してい
ます。また、創立以来２２０名を超える子ども
たちを受け入れ自立への歩みを支えてきました。
近年は物価上昇や為替変動の影響を受け、施

設運営費も増加しています。２０１９年に３５
０万ペソ（約７３５万円）だった運営費は、２
０２４年には６２０万ペソ（約１，６１２万円）
となりました。しかし、皆さまからの温かいご
支援により、子どもたちの生活環境を維持し、
教育や医療、日常生活に必要な支援を継続する
ことができています。

また、１８歳以降の若者を支援する「自立支
援プログラム」にも力を入れています。就学支

援や職業訓練、生活技術の習得などを通して、
若者たちが社会の中で自信を持って歩んでいけ
るよう取り組んでいます。
２０２４年度の支出では、児童養護施設とし

ての基礎プログラムに７１％、自立支援費に１
７％、管理運営費に１２％が充てられました。
皆さまからのご寄付は、子どもたちの日々の生
活と将来への希望を支える大切な力となってい
ます。感謝申し上げます。
ミンダナオ島では今もなお、貧困や社会的課

題に直面する子どもたちが少なくありません。
それでも子どもたちは学び、笑い、夢を抱きな
がら成長しています。
虹がかかる施設の風景は、子どもたちの未来

への希望を象徴しているようです。これからも
一人一人が安心して成長できる居場所であり続
けられるよう、皆さまのお祈りとご支援を心よ
りお願いいたします。
（イースタービレッジ・ミンダナオを支える会
事務局・西田あつこ）

イースタービレッジ ～ 虹のかかる家から未来へ ～
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ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
没
後
百
年

を
迎
え
る
２
０
２
６
年
６
月
10
日
、

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
ガ
ウ
デ
ィ

の
代
表
作
「
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
聖
堂
」
の
最
も
高
い
塔
、
「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
塔
」
の
完
成
を
祝

う
ミ
サ
が
教
皇
レ
オ
十
四
世
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
た
。
教
皇
は
説
教
の
中

で
、
「
イ
エ
ス
を
信
じ
な
が
ら
戦
争

を
助
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ

エ
ス
を
信
じ
な
が
ら
罪
の
な
い
人
々

を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
エ
ス

を
信
じ
な
が
ら
、

苦
し
む
人
々
、

嘆
く
人
々
、
悲

惨
さ
か
ら
逃
れ

る
人
々
を
見
捨

て
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
」
と

話
さ
れ
た
。
世

界
で
今
、
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
強
く
発
言
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
た
。
教
皇
は
、
分
断
や
敵
対
を

あ
お
る
言
葉
を
避
け
る
こ
と
、
偽
情

報
や
中
傷
よ
り
も
真
実
と
対
話
を
重

視
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

空
間
で
の
情
報
操
作
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る

欺
瞞
に
警
戒
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し

訴
え
て
い
る
。

完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
は
、

世
界
中
に
い
る
と
思
う
が
、
現
地
の

方
々
の
思
い
は
格
別
だ
と
思
う
。
今

回
の
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
改
め

て
こ
の
聖
堂
が
存
在
す
る
大
切
さ
を

感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

聖
堂
が
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、

２
０
０
７
～
８
年
頃
に
経
済
危
機
を

抱
え
る
と
、
自
分
た
ち
の
仕
事
が
移

民
に
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
移
民
に
対
す
る
差
別
的
な
う
わ
さ

が
広
が
り
、
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
す

る
と
、
更
に
広
く
拡
散
し
、
う
わ
さ

だ
け
が
先
走
り
す
る
よ
う
な
状
況
が

生
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
は
、
行
政
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
地

域
の
自
治
組
織
・
移
民
団
体
が
協
力

し
て
研
修
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
祭
り
な

ど
を
行
う
市
民
参
加

型
の
公
共
政
策
と
し

て
、
「
反
う
わ
さ
戦

略
」
を
打
ち
出
し
た
。

反
う
わ
さ
戦
略
は
、

偏
見
や
否
定
的
な
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基

づ
く
「
う
わ
さ
」
や

偏
見
を
減
ら
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
地
道
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
「
う

わ
さ
」
を
す
る
／
さ
れ
る
人
々
だ
け

の
問
題
と
せ
ず
、
地
域
住
民
全
体

の
認
識
や
態
度
、
ふ
る
ま
い
を
街
ぐ

る
み
で
改
善
す
る
こ
と
か
ら
差
別
を

防
ぎ
、
よ
り
良
い
共
生
を
実
現
し
、

多
様
性
が
持
つ
可
能
性
を
引
き
出
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
バ
ル
セ

ロ
ナ
へ
行
っ
て
み
た
い
！

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
担
当
・

西

千
津
）

バ
ル
セ
ロ
ナ

の
取
り
組
み

カ
ト
リ
ッ
ク
手
稲
教
会
所
属
の

信
者
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習

生

ズ
オ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ト
ゥ
さ

ん
は
、
２
０
１
９
年
の
来
日
間
も

な
く
、
札
幌
の
建
設
現
場
で
倒
れ

ま
し
た
。
先
天
性
の
脳
動
静
脈
奇

形
を
発
症
し
、
昏
睡
状
態
と
な
り
、

右
脳
内
出
血
・
脳
ヘ
ル
ニ

ア
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
７
年

間
、
手
厚
い
治
療
を
受
け

な
が
ら
も
、
回
復
は
見
ら

れ
ず
、
人
工
呼
吸
器
装
着
、

重
度
意
識
障
害
で
、
帰
国

も
困
難
と
の
事
で
し
た
。

今
年
に
入
り
、
入
院
も

長
く
な
り
、
最
悪
の
事
態

も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
両

親
が
健
在
の
う
ち
に
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
家
族
を
呼
び

た
い
、
と
の
皆
の
思
い
が

強
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
は
、
短
期

滞
在
と
は
い
え
、
外
国
人

の
ビ
ザ
申
請
審
査
は
厳
し
く
、
家

族
招
聘
の
理
由
や
滞
在
時
の
保
証

人
、
費
用
負
担
、
滞
在
日
程
、
医

師
の
診
断
書
、
な
ど
の
提
出
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
特
に
、

招
聘
経
緯
書
の
中
で
も
、
病
状
が

思
わ
し
く
な
く
、
家
族
再
会
は
緊

急
性
を
要
し
、
人
道
的
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
、
と
訴
え
、
そ
の
思

い
が
大
使
館
に
も
届
き
、
家
族
訪

問
短
期
滞
在
ビ
ザ
が
無
事
発
給
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
の
一
週
間
、
両
親
と

兄
が
来
日
し
、
ト
ゥ
さ
ん
と
、
７

年
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

病
床
で
の
、
両
親
の
、
我
が
息
子

へ
の
必
死
の
声
掛
け
、
手
を
握
っ

て
離
さ
な
い
親
の
愛
、
神
へ
の
祈

り
の
姿
に
、
ト
ゥ
さ
ん
も
、
一
筋

の
涙
で
、
懸
命
に
応
え
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
７
年
間
、
病
院
関
係
者
や

札
幌
市
、
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
札
幌
司
教
区
、
特
に
、

手
稲
教
会
の
信
者
の
皆
さ
ん
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
訪
問
は
、
石
狩
花
川
マ
リ
ア
院

の
全
面
的
受
入
支
援
の

お
陰
で
す
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

辛
い
状
況
は
、
今
も

続
い
て
い
ま
す
が
、
帰

国
前
に
、
両
親
が
、

「
ど
ん
な
時
も
神
様
が

寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
。
」

と
仰
っ
て
い
た
言
葉
に
、

家
族
の
絆
と
信
仰
の
深

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

遠
く
離
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
れ

ま
で
同
様
、
回
復
を
神

に
祈
り
な
が
ら
、
家
族

の
絆
の
証
と
し
て
ト
ゥ

さ
ん
と
ご
両
親
が
、
テ

レ
ビ
電
話
を
通
し
て
対
面
出
来
る

よ
う
、
我
々
が
出
来
る
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
々
の
お
祈
り

を
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
手
稲
教
会
・
徳
能
恵
子

円
山
教
会
・
菅
原
俊
明
）

「ベトナム人技能実習生トゥさん、

７年ぶりに、両親と再会」
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季
節
柄
、
街

で
は
提
灯
が
通

り
沿
い
に
並
び
、

街
の
お
祭
り
が

近
づ
い
て
い
る

と
教
え
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
時

期
、
浴
衣
姿
の
人
や
、
子
供
た
ち
が

嬉
し
そ
う
に
お
面
を
つ
け
、
綿
あ
め

を
振
り
回
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の

を
見
て
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
お
祭
り
が
好
き
で

す
が
、
本
来
「
祭
り
」
は
「
祀
（
ま

つ
）
る
」
を
語
源
と
し
、
神
仏
や
祖

先
の
霊
を
慰
め
、
感
謝
や
祈
り
を
捧

げ
る
行
為
で
す
。
現
代
で
は
賑
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
を
指
す
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
本
来
は
人
智
を
超
え
た
存
在

に
対
す
る
「
祈
り
」
や
「
感
謝
の
可

視
化
」
が
根
底
に
あ
る
宗
教
的
な
儀

式
で
す
。

教
会
も
、
ミ
サ
と
い
う
「
祭
儀
」

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
神
様
に
感

謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
自
ら
を
奉

納
し
、
そ
れ
を
聖
化
し
て
分
配
し
て

も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に

神
へ
の
「
感
謝
の
可
視
化
」
で
あ
り
、

神
様
か
ら
の
「
愛
の
可
視
化＝

秘
跡
」

で
す
。
愛
の
交
わ
り
を
表
現
す
る

「
主
の
食
卓
」
に
、
い
つ
も
わ
た
し

た
ち
が
招
か
れ
て
い
る
こ
と
知
る
、

喜
び
の
と
き
で
す
。
こ
の
、
種
々
の

お
祭
り
が
始
ま
る
季
節
に
、
あ
ら
た

め
て
わ
た
し
た
ち
の
「
感
謝
の
祭
儀
」

を
味
わ
っ
て
み
る
の
も
良
い
と
感
じ

た
初
夏
の
頃
で
し
た
。
（
佐
久
間
力
）

５
月
30
日
（
土
）
、
カ
ト
リ
ッ

ク
北
一
条
教
会
に
て
第
25
回
カ
テ
ド

ラ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
赤
枝
サ
ン
テ

ソ
ン
留
果
オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
カ
テ
ド
ラ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
２
０
０
７
年

に
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
以
来
休
止
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
７
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
名
以

上
の
来
場
者
を
得
て
、
盛
会
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
千
葉
充
神
父
に
よ
る
歓

迎
の
挨
拶
に
続
い
て
、
盛
大
な
拍

手
の
中
、
留
果
氏
が
登
場
、
祈
り

を
テ
ー
マ
に
組
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
演
奏
や
お
話
で
聖
堂
全
体

が
祈
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
留
果

氏
に
よ
っ
て
オ
ル
ガ
ン
の
可
能
性

が
十
分
引
き
出
さ
れ
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
皆
さ
ん
が
引
き
込
ま
れ

て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

留
果
氏
も
オ
ル
ガ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

聖
堂
の
雰
囲
気
を
と
て
も
気
に
入

り
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち

５
月
16
日
（
土
）
、
藤
女
子
大
学
キ

リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
と
連
携
し

て
、
公
開
講
座
「
オ
ル
ガ
ン
に
親

し
む
」
カ
テ
ド
ラ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

へ
の
誘
い
が
鑑
賞
の
準
備
講
座
と

し
て
開
催
さ
れ
、
オ
ル
ガ
ン
に
つ

い
て
、
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
な
ど
を
学
び
、
鑑
賞
の
一
助
と

な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
教
会
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
ご
来
場
頂
い
た
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
あ
っ
て
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
一
同
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
来
年
は
オ
ル
ガ
ン
が
設
置

さ
れ
て
20
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
準
備
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
カ
テ
ド
ラ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
・
大
野
敦
子
）

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

３
月
15
日
月
形
藤
の
園
に
て
神
様
の

み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
94
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
１
年
11
月
29
日
生
ま
れ

１
９
５
１
年
12
月
24
日
受
洗

１
９
５
６
年
３
月
19
日
入
会

１
９
６
４
年
９
月
23
日
終
生
誓
願

２
０
１
８
年
11
月
３
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

訃

報

◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

６
月
５
日
天
使
病
院
に
て
神
様
の

み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
93
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
３
年
１
月
８
日
生
ま
れ

１
９
５
７
年
９
月
17
日
入
会

１
９
６
３
年
３
月
19
日
終
生
誓
願 Sr.M.アスンタ

佐々木アサ
Sr.M.ゲオルギア

加賀ツヱ

クリプト札幌 白 石 共 同 墓
札幌市白石区平和通

10丁目北5-1
札幌市白石本通墓地

カトリック札幌司教区
納骨堂

札幌教区カトリックセンター地下
家族壇568区画・合葬壇730
天候問わずいつでも墓参可能

お問い合わせ 〒060-0031 札幌市中央区北一条東6丁目10 札幌司教区本部事務局
電話■白石共同墓：011-241-2785 ■クリプト札幌：011-221-4244

平日12:00～13:00を除く9:00～17:00 （土曜日曜祝日及び夏季冬季休業を除く）

札幌教区の司祭・修道者・
信徒ならびにその家族を対象
とした合葬墓

■教区事務局夏休み
8月8日(土)～8月16日(日)
8月17日(月)より通常業務を行います
なお、業務時間は月曜から金曜の平日
12:00～13:00を除く9:00～17:00

教区事務局からお知らせ
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